
―行き詰まりから脱出した　 の組織改革ケーススタディ―

■組織改革“成功の方程式”を理解しよう
「うちの組織は問題なく機能している」と胸を張れる
企業が，どれほどあるだろうか。現時点で問題がないよ
うに見えても，外部環境は常に激しく流動しており，慢
心し改革意識を怠った瞬間に衰退は始まる。だが，昨日
までのやり方を変える改革（イノベーション）は，とき
に組織を著しい不安感にさらす。危機が顕在化していな
い段階ではなおさら安定した従来のやり方を選択しがち
だ。そして抜き差しならない局面に至って初めて再生改

革プロジェクトを発足させるというのがよくあるストー
リーであろう。事業組織の行き詰まりにはいくつかのパ
ターンがあり，そこから改革を進め復活を果たす事例に
も“成功の方程式”がある。やる気のあるメンバーの人選，
失敗の真因に迫る省察の掘り下げ方，改革ビジョンの浸
透策，計画を実行に落とし込む仕掛け，等々。本稿では
これら組織再生マネジメントのポイントをよくある事例
を通じて明らかにしている。不断の改革，そして，奇跡
の復活を果たすために理解を深めておきたい。（編集部）
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=> 改革に同調するグループを巻き込み足場を固める

=> 仲間を少しずつ増やし，浸透スピードを加速させる
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